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大岡元長窪線建設に伴う理蔵文化財発掘調査は、平成11年から始まり今回の発掘調査は第4回目に当

たります。

調査開始から現在に至るまでの聞に、大岡元長窪線建設をはじめとし、本遺跡周辺では中日本高速道

路株式会社による新東名高速道路、国土交通省による東駿河湾環状道路の建設が進んで、おり、長泉町上

長窪地区は大きく変貌を遂げています。

今回の調査は、静岡県沼棒土木事務所により進められてきた新東名高速道路長泉インターチェンジへ

のアクセス道路整備工事に伴う発掘調査であり、縄文時代と旧石器時代の遺構が確認されました。特に

!日石器時代の土坑については、同様の遺構が同じ長泉町の柏葉尾遺跡や桜畑上遺跡などからも確認され

ており、これらの土坑との関係などから、用途等を考える上で新たな資料を提供することができました。

本報告書が広く県民の方々に活用され、埋蔵文化財への理解と地域の歴史への興味が一段と深められ

ることを願っております。

最後になりましたが、大岡元長窪線関連遺跡の現地調査ならびに本書の作成にあたって、静岡県沼津

土木事務所をはじめ、多くの関係機関の援助、ご協力を得たことについて、厚くお礼申し上げます。

また、この場をお借りして、現地調査・資料整理に参加された作業員の皆様に深く感謝申し上げます。

平成23年2月

財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所

所長石田彰
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第H章遺跡の位置と環境

第 1節地理的環境

柏窪A遺跡は、静岡県駿東郡長泉町上長窪に所在する。長泉町は、細長い紡錘形をしており、愛鷹山

地と富士溶岩扇状台地とで形成されている。北は裾野市と、東は境川を境に三島市と、南は竹原を境に

駿東郡清水町と、西は位牌岳の稜線を境に富士市と、沼禅市とは愛鷹山の丘稜から黄瀬川によって境を

分けている。

平野部は、都心部からの交通の便がよいことや、豊富な水資源があることから産業の拠点として、多

くの工場が立地している。丘稜部は畑作や果樹、畜産など農業の場となっており、良質な生産物を広く

流通させている。

愛鷹山は、標高1，187mの独立火山で、ある。 50万年前頃の第四期更新世に富士山の前身となる小御岳山

や箱根火山とほぼ同時期に誕生した火山である。古期から中期には、流動性の高い玄武岩質の溶岩や凝

灰角喋岩を噴出し成層火山の形が出来上がった。新期には、火山活動が北側から寵東側へ移動し、安山

岩質の洛岩を噴出し南東側に緩やかな扇状台地を形成した。火山活動は約10万年前に休止し、その後古

富士火山・箱根火山・新富士火山の噴出物が厚く堆積し、愛鷹ローム層を形成している。

愛鷹ローム層は、下位から下部ローム層、中部ローム層、上部ローム層、現世腐食火山灰層に分かれ

る。この上部ローム層に旧石器時代の遺跡が発見され、現世腐食火山灰層に縄文時代の遺跡が発見され

ている。

第2節歴史的環境

相窪A遺跡は、入り組んだ開析谷が発達し比較的緩やかな斜面地となった愛鷹山麓南東部に位置して

いる。北へ約800mのところには東名高速道路が走り、すぐ北側には東駿河湾環状道路が走っている。ま

た新東名高速道路建設などのため、遺跡周辺の長窪地区は大きく変貌している。

大同元長窪線をはじめ、新東名高速道路、東駿河湾環状道路各路線内やその周辺には、多くの遺跡が

周知されており、道路建設に伴う理蔵文化財調査も多く行われ、新たな発掘資料が蓄積されている。

ここで、は旧石器時代及び縄文時代の成果について簡単に記したい。大岡元長窪線建設に伴う発掘調査

については、調査の概要に記述した通りである。新東名高速道路建設に伴う発掘調査では、!日石器時代

の石器ブロック、縄文時代早期の住居跡、映状耳飾りなどを含む石製品14点が出土した桜畑上遺跡や、

旧石器時代(第E黒色帯層)の土坑、縄文時代早期撚糸文土器が出土した向田A遺跡、!日石器時代の石

器ブロック、縄文時代早期から前期の土器が出土した細尾遺跡などがある。東駿河湾環状道路建設に伴

う発掘調査では、縄文時代早期の住居跡を検出した上松沢平遺跡、縄文時代草創期の表裏縄文土器が多

数出土した丸尾北遺跡、縄文時代中期の配石遺構や敷石住居跡、石囲炉を伴う住居跡が多数検出された

桜畑上遺跡や、!日石器時代(第田黒色帯層)の土坑群が検出された鉄平遺跡などがある。

また本遺跡と同様の旧石器時代(休場層)の土坑が検出された遺跡には、沼津市柏葉尾遺跡、清水柳

北遺跡、子ノ神遺跡、著荷沢遺跡、的場遺跡、長泉町桜畑上遺跡、陣場上B遺跡、西願寺遺跡などがあ

げられる。

2 



第II章遺跡の位置と環境

。 1km 

第 1図周辺の遺跡 (1/25，000)
(国土地理院発行 1: 25，000沼津、三島を複写して使用)

第 1表周辺の遺跡一覧

1 柏窪A遺跡 7 大谷津遺跡 13 向田A遺跡 19 上松沢平遺跡 25 中尾遺跡

2 柏窪A遺跡(平成1昨度) 8 子ノ神遺跡 14 細尾遺跡 20 寺林遺跡 26 イラウネ遺跡

3 桜畑上遺跡 9 柏葉尾遺跡 15 八分平E遺跡 21 丸尾北遺跡 27 八反田遺跡

4 中峯遺跡 10 陣馬上遺跡 16 富士石遺跡 22 池田B遺跡 28 平畦遺跡

5 野台南遺跡 11 西願寺遺跡 17 東野遺跡 23 鉄平遺跡 29 上野遺跡

6 清水柳北遺跡 12 西山遺跡 18 |梅ノ木沢遺跡 24 大平遺跡 30 茶木畑遺跡

-3-



第阻章調査の方法と経過

第 1節調査の方法

1 実測・測量方法

グリッド杭7本を使用し、測量を行った。遺構平面図・地形測量等についてはトータノレステ}ション

を用い、株式会社シン技術コンサルの[遺跡管理システムjを使用し、デジタノレデータとして保存した。

遺構の土層断面図など手取りによる実測は縮尺 1/20を基本とした。

2 記録写真

写真撮影は、 35醐カラーネガ、 6x 7判モノクロを組み合わせて使用した。調査区全景写真撮影には

ローリングタワーを使用した。また、遺跡周辺の景観を含めた記録としてラジコンヘリコプターによる

空中撮影も行った。

第2節調査の経過

1 確認調査

平成20・21年度に静岡県教育委員会文化課(現教育委員会文化財保護課)により実施された。遺物の

出土はなかったが、旧石器時代の土坑がそれぞれ1基ず、つ検出された。

2 本調査

確認調査の結果より、 1，674niが本調査範囲となった。平成21年 1舟19日から準備工を開始し、 2月1

日から重機による表土除去を開始し、 3日から掘削作業を開始した。 4日には、グリッド杭を打設した。

当初の工程は、確認調査の結果を受け旧石器時代包含層を対象とする 1面調査の予定だったが、表土

除去後調査区南側と旧農道部分に縄文層の堆積がみられたため、休場層上面での縄文時代の遺構検出を

実施することとなり、 2月8日から縄文時代包含層の掘削に入った。 2月23日からは縄文時代の遺構調

査を開始し、土坑・小穴65基を検出し、掘削・実測・写真撮影を行った。 3月12日から旧石器時代の休

場層から休場層直下黒色帯までを掘削し、遺構検出を行った。その結果、 1基の土坑を検出した。確認

調査で検出された 2基と合わせて計3基の土坑の掘削・実測・写真撮影を行った。その後、ラジコンヘ

リコプターによる空中写真撮影を行った。

4月21日から、下部層調査を開始した。 4x4mのテストピットを 7ヵ所設定し、まず第田スコリア

帯まで掘削した。その内、テストピット 6については確認調査時に掘削した簡所とし、 4x4mのテス

トピットの内側に 2x2mのテストピットを設定し、中部ローム層までの掘削を行った。その間掘削作

業に並行して、実測・写真撮影を行った。遺構遺物が認められなかったため、 5月26日で掘削作業は終

了した。 27日には、ローリングタワーを使用し掘削終了写真を撮影し、 28日から重機による埋め戻しを

行い、 6月1日に撤収・撤去が完了した。

3 資料整理

基礎整理となる遺物洗浄・注記、写真・図面整理においては、発掘作業と並行して行った。本書作成

は、平成22年11月9日から翌年3月15日まで行った。現地で作成した図面を報告書掲載用図面にするた

めに、加工・修正を行い全体図・遺構図等を作成した。遺物写真は、 6x 7判カメラを使用した。

4 
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調査区全体の土層について

柏窪A遺跡周辺一帯の上長窪は、昭和44年に農業改善事業が行われている。

の様相を現していない。

遺跡内は、畑作が営まれており、耕作による撹乱が広がり縄文時代の包含層に当たる暗褐色土の堆積

は、ほとんどみられず、確認できたのは、調査区南側と農道が通っていた部分のみだった。北東部分は、

撹乱が深く休場層直下黒色帯 (BB0)から第 Iスコリア帯 (SC1 )まで影響をうけていた。また、調

査区北側から南東にわたって断層が走っており、休場層 (YL)から中部ローム層まで影響をうけてい

る。堆積が良好だった部分では、愛鷹山周辺の基本層序を確認することができた。

その為、現地形は昔から

0

0
品
目
守
門

scms3 

TP8 
106.Om 

-95020.0 

95040.0 

95060.0 

D
O
F
m
E寸
円

D
，

oh凶
守
的

105伽

scms5 

TP4 

TP3 

6 5 4 

TP2 

3 2 

TP1 

104伽

103伽

102印n

土層柱状図

6 -

第3図



第W章調査成果

第IV章調査成果

第 1節 旧石器時代の遺構・遺物

1 遺構

2回の確認調査と本調査によって、休場層直下黒色帯直上で3基の土坑が検出された。 3基とも形状

や深さなどから簡穴として考えられる。

1号土坑と 3号土坑は、主に休場層上位 (YLU)を覆土としている。 2号土坑は、確認調査時のテス

トピットによりほぼ真ん中で切られている。また、休場層上住 (YLU)が覆土となっているが、遺構検

出面までが撹乱されていた為か、土坑覆土も一部撹蓄しを受けていたようである。 1号・ 2号・ 3号の間

隔は、約16mでほぼ等間隔で、ある。

G 

F 

E 

D 

c 

B 

2 3 4 5 6 

。 20m 

第4函 旧石器時代遺構全体図

-7-



1号土坑

C-3グリッドで検出された。長径O.95m、短径O.82mの楕円形を呈する。検出面から底部までの深

さは、 O.73mである。覆土は、休場層で、炭化物を極少量含んでいる。遺物の出土はない。

2号土坑

確認調査のテストピット壁で確認 (D-3グリッド)された。ほぽ中央で切られている。長楕円形だっ

たと考えられる。検出面直上まで、撹乱土だったためか、覆土は休場層が主体だったが鉄分のようなもの

が含まれており、ほかの 2基とはやや違った。検出面から底部までの深さは、 O.80mである。遺物の出

土はない。

3号土坑

E-4グリッドで検出された。長径O.85m、短径O.77mの構円形を呈する。検出面から底部までの深

さは、 O.62mである。遺物の出土はない。

1号土坑 2号土坑
× 

だのにム I ¥ ) 1 .K.. 

..A.. .K.. 
104.7m 

scn 

BBm 

1褐色土 2-4mmの檀色スコリア、炭化物粒を
10YR4/4 極少量含む。

scm 

2褐色土 2.....3mm由権色スコリア、炭化物粒を
10YR4/3 極少量吉む。

1褐色土 炭化物粒を少量、
10YR4/6 5-8棚田極色スコリアを吉む。

第 5図 旧石器時代土坑

2 遺物

出土石器は剥片 1点である(第6図)0D-4グリッド、休場

層上位から出土しており、旧石器時代の所産と考えられる。単

剥離打面の縦長剥片と見られるが、下半部は折損している。ガ

ラス質黒色安山岩製で、現春長1.45cm、幅1.05cm、厚さO.45cm、

重量0.87gである。

-8-

3号土坑
〉ぐ

i北東.-4へへよ59聞m り

ム (1 ¥ I A' 

ム A' 

105加

1褐色土 2-4冊目樺色スコリ7を
10YR4/4 極世量吉む.

2褐色土 2-4.，白檀色スコリアを9量含む。
10YR4/4 よ唐に黒色土が混じる。

1m 

《ヌコ

司b白
ζさミ 。 3cm 

第 6図 旧石器時代剥片



第IV掌務査成果

器2鮪縄文時代の遺構
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8号土坑

1:' 

6 ~等工j克

--};_ 

主ぐ

5号士坑

/入/F7〆

イ

4号土i;Jt

1 

荻語家

;¥' ，" A 

A 
f 

1: A 

/~とふ
ムソ)」:

---二ン〆

14号土坑
日

.. 6" 、¥_K 
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第W章調査成果

2 小穴

小穴は、 31基検出された。遺物が共伴しなかったことから時期決定は困難で、あるが、土坑と伺じく覆

土が暗褐色土だったため縄文時代のものと考えられる。形状等により、以下の通り分類した。それぞれ

の分類については、小穴計測表に掲載した。

平面形状 I一 円形

深さ a - 20cm以下

ムg:'j 

姦ゑ家
1黒褐色土 1mmのローム粒を書〈、
10YR2/2 1 mmの焼土粒、炭化物粒を吉む。

4号小穴

件当 、kム。i

~ 
1黒褐色土 3棚田櫨色スコリアを槙1>量‘
7.5YR2/2 1 mm白炭化物粒、ローム粒を吉む.

II一楕円形

b - 20cm以上

6号小穴

7LiiLtJJ 、~，
車へ 6m 1---

i@L 

疹初

7号小穴
¥くヘム。i

A-4よりヲえ
北へ 9m
車へ加

参考家
1暗褐色土 3mm白檀色スコリアを極1>量、 1黒褐色土 3酬の櫨色スコリアを極少量、 1mm白焼土粒、
7.5Y町2/2 1酬の焼土粒、炭化物粒、 7.5YR3/2 炭化物粒、 1-3酬のローム粒を吉む。

1-2酬のローム粒を宮む。 下方に 5-10胴のローム土が極世量混じる。

8号小穴 9号小穴 11号小穴

f B北4へへよ67mm り 、~九
メW/8-4より

icg K 
量 8~i @ X 

ム @X

~ 
1黒褐色土 1酬の燥土粒、炭化物粒を骨量、
7.5YR2/2 1 -2 mmのローム粒を吉む.

14号小穴
、~

ii16ザマム

~<"'(Q x 

務訪 104加

1黒褐色土 1棚田焼土粒、 1-2m目的
10Y舵12 ローム粒を吉む。

2暗褐色土 1とローム土の混土。
7.5YR3/3 1に 2-3酬の樺色スコリア在世量、

1...... 2mmの炭化物粒を宮む。

22号小穴

/ 
× 

0-5より
北へ 3m

ム QX
ム X
務瓦忌Z21047m

1黒褐色土 1珊由競土粒、炭化物粒、
10YR2/2 1 -2 mm由ローム粒を吉む。

ム XL 

疹弱務 1糊0叫4

1暗褐色土 5m剛mの口一ム粒を極少量、
10YR3/3 1 m閣の焼土粒、炭化物粒を少量宮む。

15号小穴

器 x / 

ムQ)K

参初
1黒褐色土 1酬の焼土粒、炭化物粒、
7.5YR2/3 ローム粒を宮む。

下方に3酬の横色スコリアが
少量混じる。

日間¥
× 

0-4より
北へ 1m
東へ 7m

ムcQ)x

ム X
105加

たZ
1暗褐色土 1 mmの焼土粒を榎少量、
7.5Y担/2 1-2mmのローム粒、

櫨色スコリア幸吉む.

ゑ疹104

I暗褐色土 1酬の樫色スコリアを骨量、
7.5YR3/2 1 mmの焼土粒、炭也物粒を吉む。

17号小穴/〆

ムf

ム@X制

疹蕩 1叫

1黒褐色土 1 m醐冊の焼土粒、炭化物粒、
5YR3/2 ローム粒を含む。

26号小穴 ~ヘ

メ1i土t;f
車へ 5m

iOL 
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加
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第9図縄文時代小穴
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12号小穴
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/ぷJ
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ム gKーャ
i4より
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東へ加

ムー 五-
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務長~
1黒褐色土 2..... 3 mmの控色スコリアを極世量、
10YR2/3 1 -2 mm白焼士粒を少量、

1 mm由ローム粒を吉む。
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第 2表縄文時代土坑計測表 ( )は、残存値

遺構名 グリッド 長径 (m) 短径 (m) 深さ (m) 分類 挿図掲載 写真図版掲載

1号土坑 B-4 (0.78) 0.48 0.18 II a 

2号土坑 B-4 (0.34) 0.3 0.18 1 b 

3号土坑 A-4 (0.50) 0.39 (0.19) II a 
4号土坑 B-4 0.7 0.35 0.14 II c 。
5号土坑 B-4 0.74 0.51 0.2 II d 。
6号土坑 B-4 (0.80) (0.44) 0.27 II b 。
7号土坑 B-5 0.46 0.39 0.13 1 d 

8号土坑 C-5 0.56 0.54 0.19 1 d 。
9号土坑 C-5 0.5 (0.32) 0.14 1 d 

10号土坑 C-5 0.7 0.44 0.21 II d 。 。
11号土坑 C-5 0.65 0.54 0.16 1 b 。 。
12号土坑 D-5 0.6 0.5 0.2 1 d 

13号土坑 E-7 0.62 (0.31) 0.21 1 d 
14号土坑 E-6 0.86 0.6 0.17 II a 。
15号土坑 D-4 0.68 0.53 0.14 1 a 

16号土坑 D-4 0.58 0.52 0.19 1 d 。
17号土坑 C-4 0.98 0.53 0.27 II a 
18号土坑 D-4 0.72 0.48 0.18 II c 

19号土坑 D-4 0.89 0.47 0.31 II e 

20号土坑 D-4 0.75 0.59 0.25 II d 。
21号土坑 E-4 0.62 0.49 0.22 II d 
22号土坑 E-4 0.95 0.85 0.29 1 d 
23号土坑 E-4 0.67 0.47 0.18 II b 。 。
24号土坑 E-3 0.63 0.52 0.12 1 a 

25号土坑 C-5 0.78 0.41 0.15 II c 。
26号土坑 C-2 0.82 0.48 0.15 II a 。
27号土坑 E-2 0.92 0.5 0.17 II c 。
28号土坑 E-3 0.89 0.64 0.49 II e 。
29号土坑 B-4 0.52 0.4 0.15 1 d 。
30号土坑 B-4 0.57 0.46 0.23 1 d 
31号土坑 C-5 0.56 0.4 0.15 II a 
32号土坑 D-5 0.57 0.38 0.21 II d 

33号土坑 D-4 0.51 0.49 0.32 II e 

34号土坑 E-4 0.68 0.36 0.18 II c 。
第3表縄文時代小穴計測表 ( )は、残存値

遺構名 グリ yド 長径 (m) 短径 (m) 深さ (m) 分類 挿図掲載 写真図版掲載

1号小穴 B-4 0.47 0.43 0.16 1 a 

2号小穴 B-4 (0.42) 0.34 0.14 II a 

3号小穴 B-4 0.41 0.36 0.16 1 a 。 。
4号小穴 B-4 0.44 0.39 0.2 1 b 。
5号小穴 B-4 0.34 (0.16) 0.1 II a 

6号小穴 B-4 0.45 0.35 0.15 II a 。
7号小穴 A-4 0.41 0.38 0.22 1 b 。
8号小穴 B-4 0.45 0.34 0.2 日 b 。
9号小穴 B-4 0.35 0.21 0.09 II a 。
10号小穴 B-4 0.42 0.36 0.13 1 a 

11号小穴 B-5 0.41 0.36 0.21 1 b 。
12号小穴 B-5 0.4 0.34 0.12 1 a 。
13号小穴 B-5 0.38 0.32 0.12 1 a 

14号小穴 C-5 0.44 0.39 0.18 1 a 。
15号小穴 C-5 0.48 0.4 0.16 1 a 。
16号小穴 C-5 0.38 0.37 0.12 II a 

17号小穴 C-5 0.42 0.36 0.16 1 a 。
18号小穴 D-5 0.31 0.28 0.11 1 a 

19号小穴 D-5 0.41 0.29 0.1 II a 

20号小穴 D-5 0.37 0.29 0.11 II a 

21号小穴 D-6 0.43 0.32 0.16 II a 。 。
22号小穴 D-5 0.43 0.3 0.12 II a 。
23号小穴 D-4 0.33 0.29 0.16 1 a 。
24号小穴 D-4 0.33 0.25 0.1 1 a 

25号小穴 D-4 0.41 0.34 0.08 1 a 

26号小穴 D-4 0.38 0.32 0.15 1 a 。
27号小穴 D-4 0.49 (0.36) 0.15 1 a 
28号小穴 E-4 0.41 0.38 0.11 1 a 

29号小穴 E-4 0.37 0.34 0.13 1 a 。
30号小穴 A-4 0.4 0.34 0.27 1 b 

31号小穴 D-4 0.41 0.36 0.11 1 a 

-12 -



第V章まとめ

第V章 まとめ

1 旧石器時代

遺物は、休場層上位 (YLU)から剥片が1点出土した。

遺構は、休場層直下黒色帯 (BB0)上面で、 3基の土坑を検出した。 1・3号は楕円形を畏し、 2号

はほぼ中央部で確認謂査時のテストピットに切られているが、長楕円形を呈していたと考えられる。土

坑の長径はいずれも約90cmと大型のものである。

遺構は土坑以外確認されなかった。

土坑は貯蔵穴・墓穴・臨穴などに用途が分けられるが、特定するのは難しい。本遺跡は、大きさや土

坑以外の遺構が認められなかった点と遺物の出土がない点から、居住の場ではなく狩猟の場ではないか

と考えられる。そうすると土坑は、簡穴と考えるのが適当だろう。土坑の配置をみると、それぞれが約

16mの等間隔で、造られているが、 2号は他の 2基と比べ標高の高いところに造られている。このことに

注目するならば、 2号と標高を同じくある箇所は削平されているか調査区外となっているため明言はで

きないが、標高を変えて計画的に 2列平行に造られていた可能性を考えても良いかもしれない。

2 縄文時代

土坑34基、小穴31基が検出された。遺構覆土からの遺物、縄文時代包含層からの遺物出土もなかった

ため、時期と用途は不明で、ある。

柏窪A遺跡周辺の縄文時代遺跡には、桜畑上遺跡や中峯遺跡、丸尾北遺跡などがある。これらの遺跡

からは、縄文時代中期の住居跡が検出されている。特に北隣りの桜畑上遺跡からは、敷石住居跡や配石

遺構、石囲炉を伴う住居跡が25軒検出され、遺物の出土も多い。

しかし、本遺跡からは縄文時代の遺物出土がなく、平成19年度に調査した柏窪A遺跡も土坑のみの検

出で、遺物の出土はなかった。

本遺跡周辺は、昭和44年に開始された農業構造改善事業によって上部層が動かされ、縄文時代の包含

層が広い範囲で失われ、その後農地として利用されたため、もし縄文時代の包含層があったとしても遺

物が失われた可能性はある。しかし農業構造改善事業以前の昭和44・45年に柏窪遺跡の調査が行われ、

昭和44年の調査では遺構のみの検出で、遺物の出土はなかったと報告されている。以上のことから、本

遺跡周辺は縄文時代の人々の居住の場ではなかったと考えられる。
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写 亘 図版

遺跡全景(南東から)



図版 1

1 旧石器時代全景

2 土層(1)TP8 
BBo-scms1層 (南から)

3 土層(2)TP8
scms1-中部ローム層 (南から)



図版2

1 旧石器時代 1号土坑 (南から) 2 旧石器時代 2号土坑 (南から)

3 旧石器時代3号土坑 (南から) 4 旧石器時代剥片

5 縄文時代遺構 (北西から)



図版3

，;. ;;;..-二~\t<~-~~

一ーー一品目ーーーー
1 縄文時代10号土坑半載 (北東から) 2 縄文時代10号土坑完掘 (東から)

3 縄文時代11号土坑半載(南から) 4 縄文時代11号土坑完掘 (南から)

5 縄文時代23号土坑半載 (南東から) 6 縄文時代23号土坑完掘 (南から)

7 縄文時代 3号小穴完掘(南東から) 8 縄文時代21号小穴完掘 (南東から)
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大岡元長窪線関連遺跡N

抄 録

(主)大岡元長窪線地域活力基盤創造交付金(道路改築)工事に伴う埋蔵文化財調査報告書

静岡県埋蔵文化財調査研究所

第242集

吉村たまみ

財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所

〒422-8002 静岡県静岡市駿河区谷田23番20号 TEL054 -262 -4261 (代表)

平成23年 2月28日

ふりがな コード 北緯 東経

所在地 市町村 遺跡番号 世界測地系
発掘期間 発掘面積 発掘原因

静しずお岡か県けん (主)大岡元長

す駿ん東とう郡守ん 窪線地域活力

20100201 基盤創造交付

長泉町 22342 350 08' 44" 1380 52' 34" ~ 1， 674rrl 金(道路改築)
か上み長なが窪くぽ 20100531 工事に伴う埋

蔵文化財発掘
764-1他 調査

種名 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

散布地 !日石器時代 土坑 剥片

散布地 縄文時代 土坑・小穴

柏窪A遺跡は静岡県駿東郡長泉町に所在する。愛鷹山南東麓の緩やかな丘陵に位置する。旧石器時代

の遺構は、土坑が3基検出された。いずれも陥穴と考えられる。縄文時代の遺構は、土坑34基・小穴31
基が検出された。包含層からの遺物の出土がないため、時期や用途は不明である。
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